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電波を用いた車両安全システム電波を用いた車両安全システム

Ｃｏｎｔｅｎｔｓ
１．ホンダの安全への取り組み
２．レーダを使った安全システム
３．高分解能レーダの将来の利用イメージ
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１ ホンダの安全への取り組み１．ホンダの安全への取り組み
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＝ ホンダの安全への取り組み
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画像系電波系
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２ レーダを使った安全システム２．レ ダを使った安全システム
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レーダ関連システムの搭載状況

車型数
レーダ関連システムは上市後、車型数を伸ばしている。
従来の安全システムの延びを考えても、高機能レーダの搭載車型の
延びが期待される
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Ｂｌｉｎｄ Ｓｐｏｔ Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ （ Ａｖａｉｌａｂｌｅ ｔｏ ＵＳＡ／ＣＡＮＡＤＡ ｃｕｓｔｏｍｅｒｓ）

・インフォメーション作動車速条件：
６ｍｐｈ以上

・インジケ タ点灯条件：・インジケータ点灯条件：
警報ゾーンに車両が侵入

・インジケータ輝度UP＆点滅条件：
警報ゾーンに車両が侵入している時に警報ゾーンに車両が侵入している時に
当該車線側にウィンカー操作

・システムへの過度の依存回避手法：
インジケータの位置；ドアミラー周辺
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インジケータの位置；ドアミラー周辺
（Aピラー付け根）
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高分解能レーダの高分解能レ ダの
将来の利用イメージ将来 利用 ジ
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高分解能レーダの利用イメージと必要性

利用イメージ利用イメージ

左折時巻き込み
側突／出会い頭

飛び出し 見落とし

必要性

・構造物、周囲車両よりも反射強度の弱い人／自転車を分離して検出
・衝突直前での対象の位置を高精度に検出

必要性
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・レーダを車両周囲に搭載する為の小型化の実現

10



ご清聴、有難うございました。ご清聴、有難うございました。
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